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検討の趣旨

コンセプト

1

自社のダメージの程度

社会のダメージの程度

リスクマネジメントサイクル
【個別のリスク対策の意思決定】

リスク発見・評価・計画・対処・見直し

リスクマネジメントシステム
【リスクへの取り組み方の意思決定】

リスクの全社PDCA

アクション

人材

リスクマネジメントの起点：
人材・組織風土の検証とレベルアップ

焦点

組織風土

リスク対策の立案、対応策実施の起点で、自社及び社会へのダメージの程度を左右する
原点を「人材と組織風土」と捉えます（人材と組織風土は相互に影響）。
このプログラムでは、リスクマネジメントの優劣を決める真因＝人材についてのあり方を検証、
更にはレベルアップすることを趣旨とします。

パフォーマンス：
リスクへの意識
対策への知識、スキル（思考）

検討の背景
-各種の法令やガイドライン

に準じて自治体・企業等が
リスクへの対策を講じても
「ある結論が永遠に通用す
ることはあり得ず、継続的
なレベルアップ」が必要に
なることはリスクマネジメ
ントの前提と言えます。

-特に3.11震災で、不測事態
への脆弱さや過信が露呈さ
れたことは、その象徴と言
えるでしょう。

-リスクマネジメントの充実
を図るためには、深い思考
による知恵を通じてリスク
対策のレベルアップを繰り
返す人材の意識とスキル、
更には、極力多くのメン
バーの参画による知恵の出
し合いの風土が原点として
必要となると考えます。

-私たちは、自治体・企業等
の組織、延いては社会全般
のダメージをゼロにアプ
ローチさせる人材の必要性
から「リスクマネジメント
人材開発プログラム」の検
討へ着手しました。

【因】 【果】
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本プログラムの位置付けと成果

コンセプト

2

継続的改善・創造への成果

人材の要件

個人特性

対人関係能力

意思疎通能力

問題解決能力

対策遂行能力

専門知識

○・・・ ○・・・

○・・・ ○・・・

○・・・ ○・・・

○・・・ ○・・・

○・・・ ○・・・

（例）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

強
化
対
象

本プログラムの領域

継続的パフォーマンス（人材要件による思考、意思決定、行動等）

リスク
マネジメント

Aプラン

リスク
マネジメント

Bプラン

リスク環境
変化B

リスク環境
変化C

リスクマネジメントの継続的改善・創造（レベルアップ）
時間推移

リスク環境
変化A

本プログラムの特徴的領域

前例に
収まる状態

前例を
超える状態

事
前
の
検
討
力

事
後
の
対
応
力

領域

1
領域

2

領域

3
領域

4

このプログラムでは「前例の有無」、「事前検討と事後対応」の関係からリスクマネジメント
に要する領域を４つ（下記参照）に区分し、その全領域をカバーします。

※強化順位の高いリスクマネジメントに取り組むため
には、高い人材要件（レベル）を要する

本プログラムの全体領域

４領域と人材要件
-プログラムでは４領域をカ

バーできる人材の要件を設
定します（人材アセスメン
トのディメンションに該
当）。：定例会・分科会等
で検討

最終成果
-究極の目的は、左記領域1、
2までも満たす人材の開発
を行い、その人材の継続的
パフォーマンスによって自
治体、企業のリスクマネジ
メントの継続的な改善・創
造につなげることをねらう
ことです。
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領域

1
領域

2
領域

3
領域

4

の
び
し
ろ

（ニ
ー
ズ
と
な
る
領
域
）

領域

1
領域

2
領域

3

領域

1
領域

2

ターゲット（案）

ターゲット＆マーケティング4Ps

3

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
習
熟
度

企業規模
（資本金、社員数、売上等）

企業・事業ライフサイクル

想定リスクの大きさ
（頻度×規模：1回あたりの損害）

業種区分

中企業

成長・安定期

比較的少

非メーカーor小規模インフラ系

大企業

成熟期

比較的大

大規模インフラ系

リスクマネジメントの主要強化領域

初期のターゲット 順に展開

内部 外部

【S】
ケースメソッド

ファシリテーション力
営業・販売チャネル

【O】
リスクへの
社会的意識
の高揚

【W】
リスクマネジメント

のノウハウ

【T】
競合乱入

○協会のSWOT（私見）と対策案

リスクマネジメント
専門機関

とのアライアンス

ケースメソッドの
強みの徹底活用
競合とアライアンス
ケースの強みの活用

-協会はケース開発及びファ
シリテーション力の強みを
徹底活用し、領域１、２ま
でカバーできるプログラム
を提供します。

-リスクマネジメントのノウ
ハウは、リスクマネジメン
トの専門機関との提携によ
りカバーし、また競合とは
じめから提携し、協会から
は独自の強みを提供し、提
携する競合からは協会にな
い強みを享受される形で、
相互補完しながら本プログ
ラムを展開します。

展開の考え方

領域3、4も充実を要する企業を優先して開拓し（母数が最も多いと想定される）、本
プログラムが安定するにつれ、より難度の高い領域1、2に特化したサービスへと徐々に転
化します。
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1/4Ps：プロダクト（案）

ターゲット＆マーケティング4Ps

4

アセスメント

ケース
シミュレ
ーション

グループ討議
テーマA：リスク対策ミーティング
テーマB：緊急事態ミーティング 等

インバスケット
テーマA：リスク発見と対策
テーマB：リスクマネジメント社内啓発
テーマC：対策の経営提言、他部門巻き込み
テーマD：クライシス発生への対応 等

対人演習
テーマA：対ステークホルダー
テーマB：対社内 等

分析・発表
現状分析とリスク対策の立案 等

知識研修

（例）リスクマネジメントの考え方
JISQ2001etc 概念
リスク発見、評価、対応計画・・・
イベントツリー の作成方法 等

リスクマネジメントの実務
組織体制
マニュアル 等

（ワークテーマ例）

（例）

※実施：協会

※実施：提携機関

ワークショップ
※実施：協会

or協会と提携機関

前例に収まる状態

前例を超える状態

事
前
の
検
討
力

事
後
の
対
応
力

領域

1
領域

2

領域

3
領域

4

リスクの洗い出し
対策立案 等

領域4

領域3

領域2

領域1

事態別対策立案 等

不測事態想定（網羅的抽出）
対策立案

不測事項想定（網羅的抽出）
現行不備事項抽出
対策立案 等

※4つ領域に沿い、その企業の実対策を抽出

リスク
マネジメント

リスクマネジメント
人材開発プログラム（パッケージ）

プログラムは、「アセスメント」、「（リスクマネジメント）知識研修」、「ワーク
ショップ」の組み合わせ（パッケージ）により構成され、クライアント様のニー
ズにより選択して実施します。


